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◇市報は⚕日・⚒⚐日（⚑月と⚑⚐月は⚑日・⚒⚐日）、市議会だよりは⚑・⚔・⚗・⚑⚐月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。
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市では、市の財政事情を年⚒回公表しています。
今回は、平成⚒⚐年度の財政状況全般についてお知らせします。 問合せ　財政課緯042（346）9504

○決算の特徴
　小平市には、一般会計のほかに⚖つの特別会計（国民健康保険事業、老人保健、
後期高齢者医療、介護保険事業、下水道事業、受託水道事業）があり、歳入合計が
前年度比⚔．⚗％の減、歳出合計が前年度比⚘．⚕％の減となりました。
　歳入・歳出ともに減となった主な要因は、老人保健制度の廃止、後期高齢者医療
制度の開始により、後期高齢者広域連合に予算の一部が移ったことによります。
　代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入では、市税が減となりました
が、国庫支出金が増となったため、前年比⚗．⚐％の増となりました。なお、国庫支出
金の増の主な要因は、今年度実施された定額給付金の給付事業分が、平成⚒⚐年度に
収入されたことなどによるものです。
　一方、歳出では、積立金が減となりましたが、扶助費、普通建設事業費などが増
となり、前年度比⚑．⚓％の増となりました（表⚑、グラフ⚑・⚒・⚓参照）。

●自治基本条例づくりの推進
●男女共同参画推進条例の制定
●市民活動支援公募事業補助ほか
●小平地域教育サポート・ネット事業の拡充
●平櫛田中彫刻美術館特別展の開催、美術館
グッズ作成ほか

●丸いポストのまち事業の実施
●認定こども園への移行
●⚔小・⚖小・⚑⚔小学童クラブ室の新設
●保育施設への小児用ＡＥＤの設置
●長寿医療制度（後期高齢者医療制度）にお
ける市独自事業の実施

説　　　　　　　　　　　　　　　　　明平成⚒⚐年度（平成⚑⚙年度）項　　目
財政力の強弱を示す数値（⚓か年平均）。⚑を超えるほど財源に余裕があり、普通交付税の不交付団体となります。全国では、⚑，⚗⚘⚘市町村のうち⚑⚗⚗市町村が不交付団体です。⚑．⚐⚗⚓（⚑．⚐⚕⚕）財政力指数
地方公共団体の財政構造の弾力性を測定する比率。おおむね⚗⚐％～⚘⚐％の間が望ましく、⚘⚐％を著しく超える団体は、財政硬直化の傾向があると考えられます。⚙⚖．⚓％（⚙⚒．⚗％）経常収支比率
一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。小平市の場合、⚑⚑．⚖⚕を超えると警戒ラインです。―（ ― ）実質赤字比率健

全
化
判
断
比
率

一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。小平市の場合、⚑⚖．⚖⚕を超えると警戒ラインです。―（ ― ）連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率（⚓か年平均）。⚒⚕．⚐％を超えると警戒ラインです。⚔．⚐％（⚔．⚗％）実質公債費比率
一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。⚓⚕⚐．⚐％を超えると警戒ラインです。⚖．⚓％（⚑⚘．⚓％）将来負担比率
下水道事業特別会計における資金不足額の事業規模に対する比率。⚒⚐．⚐％を超えると警戒ラインです。―（ ― ）資金不足比率

※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が算定されないことを表します。

表⚓　小平市の財政指数

○小平家・他家（⚒⚖市平均）の家計簿
　一般会計決算を家計に例えて、小平家と他家の⚑年間の家計簿を、
人口規模を合わせて作成しました（表⚒参照）。
　小平家は収入、支出とも他家に比べると小さな額になりました。そ
の要因として、まず普通建設事業（家屋の増改築など）が少ないこと
が挙げられます。これは、他家に比べ、土地の購入や家屋の増改築な
どの事業が少なかったためで、近年の小平家の特徴的なところです。
　普通建設事業が少ないと、これを行うための市債（ローン）や国・
都支出金（実家からの仕送り）も少なくなります。
　また、収入面の柱となる市税（給料）も他家と比べると少ないこと
がわかります。一方、支出が避けられない人件費（生活費）や扶助費
（学費・医療費）などは他家に比べると少ない額で済んでいますが、
今後は扶助費の伸びが予想されています。
　また、公債費（ローン返済金）は他家と同程度ですが、小平家では
返済のピークは過ぎており、数年は高止まりをしますが、それ以降は
年々減少していきます。

○小平市の財政指標
　平成⚒⚐年度の小平市の財政指標は前年度に引き続き、各指標とも健
全な数値となっています（表⚓参照）。

表⚑　平成⚒⚐年度一般会計・特別会計⚖事業の決算状況

グラフ１　一般会計歳入・歳出の状況

グラフ⚓　基金現在高の推移

　平成⚒⚒年度末の基金残高を、財政調整
基金⚓⚐億円、公共施設整備基金⚒⚐億円と
することを目標としています。

⚑年間の支出⚑年間の収入

他家小平家支出内容他家小平家収入内容

⚑⚑⚔万円⚙⚗万円人件費（生活費）⚓⚑⚗万円⚓⚐⚕万円市税（給料）

⚑⚒⚑万円⚑⚐⚕万円扶助費（学費、医療
費）⚕⚐万円⚓⚒万円各種譲与税、交付金（諸

手当）

⚔⚕万円⚔⚗万円公債費（ローン返済金）⚑⚘万円⚑⚒万円
分担金・負担金、使用
料および手数料（アル
バイト収入）

⚙⚑万円⚗⚖万円物件費（被服費、消耗
品）⚑⚔⚔万円⚑⚓⚖万円国・都支出金（実家か

らの仕送り）

⚖⚙万円⚖⚖万円補助費等（自治会費）⚑⚘万円⚕万円財産収入（古物売払い）

⚑⚑万円⚑⚓万円積立金（貯金）⚑⚖万円⚑⚑万円繰越金（財布の中身）

⚖⚔万円⚖⚐万円繰出金（仕送り）⚕⚖⚓万円⚕⚐⚑万円稼ぎの計

⚖⚑万円⚓⚐万円普通建設事業（家屋の
増改築など）⚑⚘万円⚒⚑万円繰入金（貯蓄取り崩し）

　　　⚒⚗万円⚑⚑万円市債（ローン）

⚕⚗⚖万円⚔⚙⚔万円支　出　計⚖⚐⚘万円⚕⚓⚓万円収　入　計

表⚒　小平家・他家（⚒⚖市平均）の家計簿

グラフ⚒　市債現在高の推移

　市債残高は、ピークであった平成⚘年
度から約⚓⚕⚐億円減り、⚕⚔⚙億円になりま
した。市民⚑人当たりで見ると約⚓⚐万円
になります。
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れ
る
公
的
年
金
の
種
類
お
よ
び

税
額
に
つ
い
て
は
ỏ
平
成　

年
⚒⚑

度
市
民
税
都
民
税
税
額
決
定
通

知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
Ố
ま

た
ỏ
年
金
保
険
者
か
ら
送
付
さ

れ
る
年
金
振
込
通
知
書
に
は
ỏ

個
人
住
民
税
額
欄
が
設
け
ら
れ

ま
す
Ố

　

な
お
ỏ
年
度
の
途
中
で
次
の

よ
う
な
変
更
が
あ
ỳ
た
場
合
ỏ

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
Ố
市
で
は
ỏ
一
定
の
条
件

を
満
た
す
世
帯
に
対
し
ỏ
１
世

帯
に
つ
き
２
個
ま
で
無
料
で
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

す
ớ
申
請
は
１
世
帯
１
回
に
限

り
ま
す
ỜỐ

申　

請　

表
１
の
と
お
り

対　

象　

表
２
の
と
お
り

問
合
せ　

▽
高
齢
者
の
み
の
世

帯
ộ
介
護
福
祉
課
緯　

ớ
３
４

⚐⚔⚒

６
Ờ
９
５
３
９

▽
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
ộ
障

害
者
福
祉
課
緯　

ớ
３
４
６
Ờ

⚐⚔⚒

９
５
４
２

 
と　

き　
　

月　

日
Ỗ　

月　

⚑⚑

⚒⚑

⚑⚒

⚑⚒

日
の
土
曜
日　

全
４
回

と
こ
ろ　

福
祉
会
館

費　

用　

教
材
費
５
千
円

対　

象　

小
平
市
民
へ
の
サ
ポ

ồ
ト
を
行
ỳ
て
い
る
事
業
所
に

登
録
を
し
ỏ
実
際
に
従
事
で
き

る　

歳
未
満
の
健
康
な
方

⚖⚐
※
全
日
程
出
席
が
条
件
で
す
Ố

定　

員　
　

人
⚒⚐

内　

容　

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ồ
の

役
割
や
視
覚
障
が
い
者
の
理
解

ớ
講
義
ỏ
演
習
Ờ

持
ち
物　

ア
イ
マ
ス
ク

申
込
み　

小
平
市
障
害
児
・
者

居
宅
支
援
事
業
者
交
流
会
視
覚

障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ồ
養

成
研
修
事
務
局
ớ
移
動
サ
ồ
ビ

ス
・
バ
イ
ユ
ア
セ
ル
フ
Ờ・
森

へ
緯　

ớ
３
４
１
Ờ
７
６
３
０

⚐⚔⚒

 　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
品
物
を
廉
価
で

販
売
し
ま
す
Ố

と　

き　
　

月
３
日
ớ
火
・
祝
Ờ

⚑⚑

　

午
前
９
時　

分
Ỗ
午
後
４
時

⚓⚐

　

雨
天
決
行

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
お
よ
び
福

祉
会
館
前
市
民
広
場

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
Ố

視
覚
障
が
い
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ồ

養

成

研

修

社
協
福
祉
バ
ザ
ồ

第　

回
⚓⚗

午
後
２
時
Ỗ
４
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
視
聴
覚

室費　

用　

無
料

講　

師　

杉
本
豊
和
さ
ん
ớ
白

梅
大
学
准
教
授
Ờ

主　

催　

こ
げ
ら
コ
ン
サ
ồ
ト

２
０
０
９
実
行
委
員
会

問
合
せ　

あ
さ
や
け
風
の
作
業

所
・
小
山
緯　

ớ
３
４
９
Ờ
２

⚐⚔⚒

３
６
６
ỏ
俊　

ớ
３
４
６
Ờ
６

⚐⚔⚒

６
０
９

 　

今
回
は
ỏ
主
に
脳
血
管
の
病

気
や
事
故
に
よ
る
障
が
い
の
あ

る
方
を
対
象
に
ỏ
温
泉
卓
球
ỏ

ゴ
ロ
卓
球
ỏ
ゴ
ロ
卓
球
バ
レ
ồ

な
ど
を
楽
し
み
ま
す
Ố

　

ま
た
ỏ
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
も
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
Ố

と　

き　
　

月　

日
ớ
日
Ờỏ

⚑⚑

⚑⚕

　

月　

日
ớ
日
Ờ　

午
前　

時

⚑⚒

⚑⚓

⚑⚐

　

分
Ỗ
午
後
０
時　

分

⚓⚐

⚓⚐

と
こ
ろ　

小
平
特
別
支
援
学
校

ớ
小
川
西
町
２
們　

們
１
Ờ

⚓⚓

定　

員　
　

人
⚒⚐

共　

催　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ồ
ỏ
東
京
都
多
摩
ス
ポ
ồ
ツ
セ

ン
タ
ồ

申
込
み　
　

月
６
日
ớ
金
Ờ
ま

⚑⚑

で
に
ỏ
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ồ
緯　

ớ
３
４
３
Ờ
４
９
７
６

⚐⚔⚒
障
が
い
の
あ
る
方
の

ス
ポ
ồ
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ồ
シ
ἀ
ン
教
室

 
日　

程　

▽
市
役
所
１
階
北
側

ロ
ビ
ồ
ộ　

月
１
日
ớ
火
Ờ
Ỗ

⚑⚒

３
日
ớ
木
Ờ　

午
前
８
時　

分
⚓⚐

Ỗ
午
後
５
時

▽
中
央
公
民
館
ギ
Ỿ
ラ
リ
ồ
ộ

　

月
１
日
ớ
火
Ờ
Ỗ
６
日
ớ
日
Ờ

⚑⚒
　

午
前　

時
Ỗ
午
後
４
時
ớ
１

⚑⚐

日
は
午
後
１
時
か
ら
ỏ
６
日
は

午
後
１
時
ま
で
Ờ

怯
個
人
作
品
を
募
集

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
障
が
い
の
あ
る
方

応
募
作
品　

絵
画
ỏ
習
字
ỏ
陶

器
ỏ
手
芸
ỏ
写
真
ほ
か

申
込
み　
　

月
９
日
ớ
月
Ờ
Ỗ

⚑⚑

　

日
ớ
金
Ờ
の
午
前
８
時　

分

⚒⚐

⚓⚐

Ỗ
午
後
５
時
ớ
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
Ờに
ỏ問
合
せ
先
へ
持
参

※
作
品
展
終
了
後
ỏ
作
品
は
返

却
し
ま
す
Ố

※
作
品
展
の
管
理
・
運
営
上
ỏ

お
受
け
で
き
な
い
作
品
も
あ
り

ま
す
Ố

問
合
せ　

障
害
者
福
祉
課
ớ
健

康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ồ
１
階
Ờ

緯　

ớ
３
４
６
Ờ
９
５
４
０
ỏ

⚐⚔⚒
俊　

ớ
３
４
６
Ờ
９
５
４
１

⚐⚔⚒

 
怯
こ
げ
ら
コ
ン
サ
ồ
ト
２
０
０

９
プ
レ
企
画

と　

き　
　

月　

日
ớ
土
Ờ　

⚑⚐

⚓⚑

障
が
い
者
作
品
展

第　

回
⚓⚕

障
害
者
の
権
利
条
約
の

学

習

会

7
7

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

※
福
祉
施
設
の
出
店
で
は
ỏ
陶

芸
・
木
工
・
手
芸
な
ど
の
自
主

製
品
ỏ
県
人
会
で
は
郷
土
物
産

品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
Ố

問
合
せ　

小
平
市
社
会
福
祉
協

議
会
緯　
ớ
３
４
４
Ờ１
２
１
７

⚐⚔⚒

 　

市
内
の
各
商
店
会
で
は
ỏ
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
Ố

問
合
せ　

各
商
店
会
ỏ
産
業
振

興
課
緯　
ớ
３
４
６
Ờ９
５
３
４

⚐⚔⚒

市
内
商
店
会
で

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

市内商店会イベント　日程
問合せ内　　容ところと　き

学園坂商店会
緯⚐⚔⚒（⚓⚔⚒）⚐⚖⚓⚓

秋の感謝祭　特売、抽選会（午
後⚒時～⚖時）、ねぶた祭り（⚒⚔
日の午後⚔時⚓⚐分～⚗時）

学園坂商店会⚑⚐月⚒⚓日（金）・⚒⚔日
（土）　終日

花南商店会
緯⚐⚔⚒（⚔⚖⚒）⚗⚖⚒⚒

花南ふれあい市　フリーマーケ
ット、模擬店、お楽しみ抽選会、
甘酒・綿あめの無料サービス

花南商店会
⚑⚐月⚒⚔日（土）・⚒⚕日
（日）　午前⚑⚐時～午
後⚓時

 
怯
知
識
編

　

認
知
症
予
防
の
講
義
ỏ
簡
単

な
演
習
な
ど
を
行
い
ま
す
Ố

日　

程　

左
表
の
と
お
り

費　

用　

無
料

認
知
症
予
防
教
室

田
ク
リ
ニ
ỽ
ク
院
長
Ờ

主　

催　

小
平
わ
か
ば
の
会
ỏ

こ
だ
い
ら
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
セ
ン

タ
ồ

申
込
み　
　

月
６
日
ớ
金
Ờ
ま

⚑⚑

で
に
ỏ
電
話
ま
た
は
フ
Ỹ
ク
シ

ミ
リ
ớ
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
Ờ
で
ỏ
小
平
わ
か
ば
の
会
・

杉
浦
へ
緯
・
俊　

ớ
３
４
３
Ờ

⚐⚔⚒

８
４
７
４

 　

市
報　

月
１
日
号
で
掲
載
し

⚑⚐

た
市
民
ま
つ
り
の
ủ
催
し
物
コ

ồ
ナ
ồ
Ứ
の
ủ
社
保
・
年
金
・

税
務
相
談
コ
ồ
ナ
ồ
Ứ
は
ỏủ
社

保
・
年
金
・
労
務
相
談
コ
ồ
ナ

ồ
Ứ
の
誤
り
で
し
た
Ố
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
Ố

　
ợ
地
域
文
化
課
Ụ

お
詫
び
と
訂
正

持
ち
物　

履
き
な
れ
た
靴
ỏ
動

き
や
す
い
服
装
ỏ
タ
オ
ル
ほ
か

申
込
み　

小
平
市
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ồ
小
平
健
成
苑
へ

ớ
電
話
可
Ờ
緯
０
４
２
ớ
４
５

１
Ờ
８
８
１
３

 
と　

き　
　

月
８
日
ớ
日
Ờ　

⚑⚑

午
後
１
時　

分
Ỗ
４
時

⚓⚐

と
こ
ろ　

学
園
西
町
地
域
セ
ン

タ
ồ

費　

用　

無
料

対　

象　

在
宅
高
齢
者
介
護
に

関
心
の
あ
る
方

定　

員　
　

人
⚗⚐

講　

師　

新
田
國
夫
さ
ん
ớ
新

高

齢

者

の

終
末
期
医
療
に
つ
い
て

学
ぶ
講
演
会

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以

⚖⚕

上
で
ỏ
要
介
護
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方

定　

員　

各　

人
⚒⚕

講　

師　

ハ
ỽ
ピ
ồ
小
平
地
域

支
援
事
業
所
職
員

※
知
識
編
の
受
講
終
了
者
向
け

に
実
践
編
も
あ
り
ま
す
Ố

申
込
み　

介
護
福
祉
課
地
域
支

援
係
へ
緯　

ớ
３
４
６
Ờ
９
５

⚐⚔⚒

３
９

 
怯
ひ
ざ
痛
・
腰
痛
を
予
防
し
ま

し
Ỷ
う

と　

き　
　

月　

日
ớ
木
Ờ　

⚑⚐

⚒⚙

午
後
２
時
Ỗ
３
時　

分
⚓⚐

と
こ
ろ　

東
部
市
民
セ
ン
タ
ồ

集
会
室

費　

用　

無
料

家
族
介
護
教
室

表⚑
平成⚒⚑年～⚒⚕年に入居した方で、所得税の住宅ローン特別控除の適用がある方対　象

次のいずれか小さい額が、翌年度の住民税所得割額から控除されます
●所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得税において控除しきれなかった額
●所得税の課税総所得金額、課税退職所得金額、課税山林所得金額の合計額の⚕％
（最大⚙⚗，⚕⚐⚐円）

控　除　額

市町村への申告は不要です（給与支払報告書などについて改正を予定）
※平成⚑⚘年以前に入居した場合の住民税の住宅ローン控除についても、同様のしく
みが追加されますので、申告する方法としない方法を選択できます。

手続き方法

表⚒
平成⚒⚓年⚑月以降平成⚒⚒年平成⚒⚑年平成⚒⚐年⚑⚒月まで

税
率
ớ
変
更
前
Ờ

⚒⚐％
住民税⚕％
所得税⚑⚕％

原則⚒⚐％（住民税⚕％、所得税⚑⚕％）

⚑⚐％
住民税⚓％
所得税⚗％

特例措置
上場株式などの配当⚑⚐％（住民税
⚓％、所得税⚗％）…⚑⚐⚐万円以下の
部分
上場株式などの譲渡益⚑⚐％（住民税
⚓％、所得税⚗％）…⚕⚐⚐万円以下の
部分

平成⚒⚔年⚑月以降平成⚒⚓年平成⚒⚒年平成⚒⚑年平成⚒⚐年⚑⚒月まで税
率
ớ
変
更
後
Ờ

⚒⚐％
住民税⚕％
所得税⚑⚕％

⚑⚐％
住民税⚓％
所得税⚗％

⚑⚐％
住民税⚓％
所得税⚗％

※平成⚒⚒年度（平成⚒⚑年分）、平成⚒⚓年度（平成⚒⚒年分）の上場株式などの配当所得のう
ち、⚑⚐⚐万円超の部分および譲渡所得のうち⚕⚐⚐万円超の部分については⚕％、それ以
下の部分については⚓％の軽減税率が適用されることになっていましたが、平成⚒⚑年
度（平成⚒⚐年分）までと同様に金額に関係なく軽減税率が適用されることになりまし
た。

●妊産婦健康診査の充実ほか
●生活保護自立支援員の配置
●小川町一丁目土地区画整理事業の実施
●都市防災総合推進事業（都市計画道路
⚓・⚔・⚑⚐号線の整備など）の実施
●市内公共交通の充実
●ブロック塀の撤去・改修補助、木造住
宅耐震改修補助ほか

●環境基本計画の推進、エネルギービジ
ョンの策定

●戸籍事務の電算化ほか
●行政評価の実施

※普通会計ベース。
※市民⚑人当たりの決算額を基に、小平家と他家（⚒⚖市平均）の人口規模を合わせて算出しました。

認知症予防教室知識編　日程
と　こ　ろと　　き

ハッピー小平地域支援事業所
（仲町⚒⚓⚘－⚑⚓）

⚑⚑月⚓⚐日～
⚑⚒月⚑⚔日の月曜日

上宿公民館⚑⚑月⚒⚕日～
⚑⚒月⚙日の水曜日

喜平地域センター⚑⚑月⚒⚗日～
⚑⚒月⚑⚑日の金曜日

※いずれも午後⚒時～⚓時⚓⚐分（同じ内容です）。

（　　　 ） （　　　 ）

（　　　 ） （　　　 ） （　　　 ）

表⚑　住宅用火災警報器の申請
申請場所申請期間

健康福祉事務センター⚑階ロビー
※なるべく、この期間に申請してください。⚑⚑月⚒日（月）～⚑⚒月⚒⚘日（月）

●高齢者のみの世帯…介護福祉課
●障がい者がいる世帯…障害者福祉課

平成⚒⚒年⚑月⚔日（月）
　　　　　～⚓月⚓⚑日（水）

公的年金からの
引き落としを開始

市民税・都民税

平成⚒⚐年度の主な事業


